平成27年2月20日

日本薬学図書館協議会

加盟館、個人会員　各位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本薬学図書館協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　永　井　恒　司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公印省略）

平成26年度　日本薬学図書館協議会中堅職員研修会の開催について（ご案内）

拝啓　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　日頃から本協議会の運営にご協力いただき、厚く御礼申し上げます。

先に、第一報にてお知らせいたしましたとおり、来る3月13日（金）に、日本薬学図書館協議会主催による中堅職員研修会を、別紙のとおり開催致します。今年度の研修テーマを『電子ジャーナル時代の学術文献提供サービスを考える』といたしました。
ご多忙とは存じますが、実りある研修会とするため、貴館から一人でも多くのスタッフを派遣していただきますよう、ご案内申し上げます。

敬　具

平成26年度　日本薬学図書館協議会中堅職員研修会開催要領

日本薬学図書館協議会　教育・研究委員会
１．開催日時　：平成27年3月13日（金）
13:00～17:00　研修会
17:30～19:00　情報交換会
２．会　　場　：名駅セミナーオフィス　ルームA

　　　　　　　　名古屋市中村区名駅2-41-17　OA第2ビル3F
　　　　　　　　（ http://seminar-nagoya.com/ ）

３．研修テーマ：『電子ジャーナル時代の学術文献提供サービスを考える』
４．研修の趣旨：

　電子ジャーナルが学術情報提供の主体となった生命科学系の図書館では、プリント版学術雑誌は姿を消し、図書館間相互貸借（ILL）の件数の減少からも、その使命は間もなく終わるかに見えます。
　一方、電子ジャーナルは、毎年の値上げに加え、去年・今年と続く「円安」、来年以降は「電子ジャーナルへの課税」、「消費税率10％」と、図書館資料費の高騰は留まるところを知りません。
　出版社が提示する電子ジャーナルの包括契約は何時まで維持できるのでしょうか。図書館に残された選択肢は、継続か中止の二者択一しかないのでしょうか。
　その様な状況の中、電子ジャーナルの契約中止を選択した場合に、従来のILLの代替として、文献提供サービス（DDS）が注目を集め始めました。
　今回の研修会では、今後ますます重要性が高まると予想される、DDSに注目し、サービスを提供している3社から講師を招き、その概要や特色、今後の展開等をご講演いただきます。
　また、図書館側からは、包括契約以外の選択肢として、Pay per Viewと雑誌の個別契約を組み合わせ、資料費の有効利用を実現した事例を報告していただきます。
　最後に、利用者への学術情報の提供を使命とする図書館が、サービスを継続するため、DDSの可能性、図書館サービスへの浸透、出版者版電子ジャーナルとの棲み分けや、分野別コレクションの契約、Pay per View契約の将来展望等、参加された方々とのディスカッションも予定しています。
５．日　　程　：

　13:00～13:30　受付

　13:30～13:45　開会挨拶　　　　日本薬学図書館協議会　教育・研究担当理事　　　　平　紀子氏
　　　　　　　　ガイダンス　　　日本薬学図書館協議会　教育・研究委員会委員　藏野　由美子氏
[第一部]　13:50～15:20　Document Delivery Serviceの実際
　　　　　（１）「Reprints Desk とシリアルズマネージメント」

　　　　　　　　　　　　　　ユサコ株式会社　ソリューションビジネスグループ　鈴木　啓介氏

　　　　　（２）「ARTICLE DIRECT −　PDF文献入手の新しいソリューション」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社サンメディア　営業本部　葛目　直秀氏
　　　　　（３）「電子ドキュメントデリバリーサービス Mobile Library のご紹介」
　　　　　　　　　　　株式会社ジー・サーチ　プロフェッショナルサービス営業部　熊野　康孝氏
　15:20～15:35　休憩
[第2部]　事例報告とディスカッション
　15:35～16:00　「DDS以外の選択、PPVの導入事例報告」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東邦大学習志野メディアセンター　谷澤　滋生氏
　16:00～16:50　質疑応答、ディスカッション
　16:50～17:00　修了式（修了証書授与）
　17:00～17:30　休憩・会場移動
　17:30～19:00　情報交換会
６．参加費等　：参加費、情報交換会会費は、当日、受付でお支払いください。
（１）研修会　参加費：日本薬学図書館協議会、NPO法人日本医学図書館協会会員：３，０００円

　　　　　　　　　　　上記協議会、協会の個人会員：１，０００円
　　　　　　　　　　　上記の会員以外：４，０００円

（２）情報交換会会費：４，０００円：
７．申し込みについて：
（１）申し込み方法

　　　別紙『平成26年度　日本薬学図書館協議会中堅職員研修会　参加申込書』に必要事項を記入の上、下記宛に郵送もしくはFAX、メール添付でお申し込みください。
　　　日本薬学図書館協議会加盟館は、確認のため、参加者がいない場合でも参加申込書に「参加者なし」をチェックし、上記の何れかの手段で、ご連絡くださるようお願いします。
　　　1機関から3名以上参加する場合は「参加申込書」をコピーしてお申込みください。また、記入欄が不足の際は、別紙（書式自由）にご記入の上送付してください。 
（２）申し込み・問合せ先
　　　東邦大学習志野メディアセンター　谷澤滋生（JPLA教育・研究委員会　中堅職員研修会担当）

　　　　〒274-8510　千葉県船橋市三山2-2-1

　　　　　　　　　　　　Tel: 047-472-1018
　　　　　　　　　　　　Fax: 047-472-3090
　　　　　　　　　　　　E-Mail: yazawa@mnc.toho-u.ac.jp
（３）申込締切日
　　　平成27年3月6日（金）必着
　　　会場の都合から、参加者の募集上限は35名となります。応募者多数の場合は、なるべく多くの機館から参加いただけるよう調整させていただく場合があります。ご了承ください。
平成26年度　日本薬学図書館協議会中堅職員研修会　参加申込書

　　　中堅職員研修会に　□　参加者なし。

　　　　　　　　　　　　□　以下の通り申し込みます。　　（いずれかをチェック）

　　　参加資格：　□JPLA/JMLA加盟館　　□JPLA/JMLA個人会員　　□その他

【参加館名及び連絡先】

	貴館名
	

	所在地
	

	連絡先
	電話
	

	
	Fax
	

	
	連絡担当者
	


【研修会参加者】

	1人目の参加者
プロフィール
	フリガナ
	

	
	氏　名
	

	
	E-Mail Address 
	

	
	担当業務
	

	
	今回の研修会についてご意見があれば
	

	
	情報交換会
	□参加　　　□不参加　　（いずれかをチェック）

	

	2人目の参加者

プロフィール
	フリガナ
	

	
	氏　名
	

	
	E-Mail Address  
	

	
	担当業務
	

	
	今回の研修会についてご意見があれば
	

	
	情報交換会
	□参加　　　□不参加　　（いずれかをチェック）


【申込書送付先】
　東邦大学習志野メディアセンター　谷澤滋生（JPLA教育・研究委員会　中堅職員研修会担当）

　〒274-8510　千葉県船橋市三山2-2-1　Fax: 047-472-3090　E-Mail: yazawa@mnc.toho-u.ac.jp
